部会員名簿の使用許可へのご理解、ご協力のお願い

日頃は、産業医部会の活動に、ご理解ご協力を賜り、誠にありがとうございます。

おかげをもちまして、部会員の数は千名を越え、順調に増加しております。それにつれ、学会内における職能集団としての存在感が増してきました。そのため、産業医の意見は産業医部会員へ訊ねるという、流れが起こってきています。その一つの表れが、アンケート調査を目的とした名簿使用許可申請の増加です。
学会では、名簿使用に当たっては、一定のルール、つまり、名簿使用許可申請の手続きにしたがって許可を出しています。提出された申請書類を、まず業務執行理事が予備審査を行い、そこで問題ないと判断された場合には、部会長の下へ本審査の依頼が入ります。調査内容や方法、名簿の取り扱い等に問題がなく、産業医学の発展に寄与する内容と判断されれば、許可することにしています。ただし、中には、名簿使用に関しての不審、業務多忙な中での負担など、ご納得いただいていない方もいるかと懸念します。今後は、理事会、幹事会等で議論し、場合によっては審査をより厳密にして数を制限することもありうると考えています。
上記の状況にご理解を賜り、ご協力いただければ幸いです。
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